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■ 研究者としての「武器」
分子生物学にはもともと強い興味をお持ち

だったそうですが、この分野の研究に入ら

れる大きな転機となったのが、酵母と大腸

菌の全ゲノム配列解読完了のニュースでし

た。当時大学3年生だった先生は、東京大

学分子細胞生物学研究所（堀越正美研究

室）に通い、実験手法を積極的に学んでい

らしたといいます。それまで講義等で聞い

てきた分子生物学に興味を覚えつつも、生

命現象は本当に分子で語れるのか、全体を

把握し、システムとして理解するにはどう

したらいいのか、という疑問を強く感じて

きた先生にとって、「（ゲノム配列がある

程度解読されたことで）今まで漠然とし

ていたものが大分捉えやすくなってきて

…今まで捉えようもなかったのが、これ

からは全部を対象にしてやれる、あるい

はやらなきゃいけない時代に入ったんだ

と思って、非常に感動を覚えたんですね。

僕自身のスタートはそこからでした」

では、一体どういうアプローチをすれば

いいのか。せっかく出された膨大なゲノ

ム情報やゲノムプロジェクトの進展によ

って整備されるであろう実験材料をいか

に有効に使っていくのか。今までの手法

では限界があると感じ、先生が下した結

論は、「ハイスループットテクノロジー

（HTT）と計算機科学、つまりコンピュー

タ、この2つを研究者の武器として使え

るようになりたい」というものでした。

その後、まずコンピューターについてはソ

ニーコンピュータサイエンス研究所の北野

宏明先生に師事され、さらに山之内製薬の

橋本誠一主席研究員と知り合い、同社で

ハイスループットテクノロジーの粋を体験

するとともに研究のマネージメントを学

ばれました。志ある人の元にはチャンスが

自然に訪れるものなのでしょうか。こうし

て先生はHTTとコンピューターという2つ

の強力な「武器」を見事手にされました。

■ システム生物学
上田先生のご研究を語るうえで、まず理解

しておかなければならないのがシステム生

物学という概念です。これは生命現象、あ

るいは生物自体をシステムとしてとらえる

学問であり、ゲノムプロジェクトが一応の

収束をみせたこともあって、近年その認知

度があがりつつあります（前出の北野先生

がその提唱者の一人）。システム生物学は、

システムの①同定、②解析、③制御、④設

計の4つの分野（プロセス）に分けられま

す（1）。上田先生は、これまで主に体内時

計を対象として、①のシステム同定にあた

る遺伝子発現のハイスループット解析に取

り組んでこられました（2～4）。このデー

タを元に、「短期的には体内時計の制御に

関わる遺伝子やそれらの遺伝子の相互作

用の解明、中期的にはシステム同定に至

る、ある程度普遍的なストラテジーとい

うのを確立していきたい」という目標を

掲げておられます。こうした目標を念頭に、

現在先生の研究チームが取り組んでいるの

が、プロモーターのデータベース作成、ト

ランスフェクション・転写などのハイスル

ープットアッセイ系の確立など。「たとえ

ば、ある動的で複雑な生命現象があって、
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それに関わる遺伝子が数個しかわかっ

ていないとします。仮に、2年でそれ

（遺伝子どうしの相互作用など、シス

テムの構造）を解けるか、と聞かれた

ときに、はっきりした根拠をもって

『解けます』と応えられるようなスト

ラテジーを作りたいのです。体内時計

単独のシステム同定であれば、ここま

でオーバースペックに作り込む必要は

ありませんが、他の重要な生命現象に

も応用したいというモチベーションが

あるので投資しているわけです」

■ その人に惚れた
上田先生の軌跡を語るうえで、やはり欠

かせないのが堀越先生や北野先生をはじ

めとする『人』との出会いです。これか

らはITとハイスループットだといち早く

見極められた上田先生でしたが、研究経

歴の転換期となる局面で、鍵となる『人』

との出会いがあったとおっしゃいます。

「かなり偶然もあります。もちろん漠

然とした方向性はあったのですが、具

体的にどこに行くのかというのは、相

当迷いました。…やはり、『その人』

に会ったときの感触ですね。例えば、

分生研の堀越正美先生のときも、先生

の話す言葉とか姿勢とかそういうのに

惹かれて」

同様の出会いは山之内製薬入社時にも

あり、当時ゲノムインフォマティクス

プロジェクトのリーダーをされていた

橋本誠一主席研究員が、年齢や所属に

こだわらず、まだ博士課程の学生だっ

た先生の能力を買い、研究を効率よく

進めるためにあらゆる配慮をしてくだ

さったそうです。「やっぱりその人

（橋本さん）に惚れたってことですね」

産学連携の追い風が吹き始めていたと

はいえ、当時、山之内製薬にとって大

学院生を契約社員として採用するのは

異例中の異例だったといいます。また、

こうした先生の『校外』活動に対して、

大学の所属研究室の教授（飯野正光教

授）が柔軟に応じてくださったことも、

先生の研究の幅を広げる結果になりま

した。「動的で複雑な生命現象の解明

に取り組んでおられた東大医学部の飯

野正光教授のところにお話に伺ったと

きに『うちは放牧主義です。自由にや

ってください』と言われて。厳しいの

は厳しいですよ、エサ（研究課題）を

見つけられなければ飢え死にしてしま

うわけですから。僕自身はそういうカ

ルチャーが気に入って是非行かせてく

ださい、ということになりました

（笑）」

現在ご所属の理化学研究所でも、史上

最年少のチームリーダー、しかも就任

時は大学院在学中だったという逸話を

お持ちです。「人に惚れ」研究者としての

新境地を拓き続けてきた先生が惚れ込ま

れた結果の人事といえるかもしれません。

■ モチベーション
インタビューの中で、上田先生は、ノ

ーベル賞受賞者はじめとする第一線の

科学者について、「結局、何を発見し

たかということよりも、研究に対する

姿勢や哲学、取り組み方に感銘を受け

るんですよね」とおっしゃっていまし

たが、先生ご自身がまさに同様の感銘

を与える研究者だと感じました。短期

的・中期的な達成目標にとどまらず、

長期的な展望についてもしっかりした

ビジョンをお持ちです。「長期的には、

生命システムとはどういうものかとい

うことを定量的に理解したうえで、制

御できるようになれれば、と思ってい

ます。どうしてこんなシンプルなこと

を複雑なネットワークでやらなければ

ならないのか、という答えを出したい

ですね。そうすることで、システム生

物学という分野を確固たるものにして

いきたい」 さらに、「（医者として教育

を受けてきた者として）今までの医科

学とは違った治療法の発見であると

か、新しい病気がうまれてから薬がで

きるまでの期間をいかに短縮するかと

いった闘いにストラテジックに取り組

みたいというのが、本当に長期的な目

標ですね。だから、システムに基づく

医学－Systems-based Medicineのよ

うなものを創っていく作業に、ライフ

ワークとして取り組みたいと思ってい

ます」

高い目標を持ち続けること－「モチベ

ーション（動機づけ）」が大切だと、強

調される先生。「何かの選択に迷ったと

きに、立ち返る自分という存在が必要

です。何のためにやっているのかをは

っきり確信している自分、というか。

失敗しても後悔しないような選択って

あるはずですよね。これで失敗したな

ら諦めがつく、という選択があるはず

です。自分のモチベーションがどこか

というのを見つめながら進んでいくの

が大切だと思います」

■ 次は南極・・・？
ご研究以外に興味を持っていらっしゃ

るものをお尋ねしたところ、この夏休

みにザンビア（アフリカ）で初トライ

されたというザンベジ川でのラフティ

ングのお話をしてくださいました。
「アドベンチャーにはまりそうです
（笑）。ラフティングを終えた後に、そ
のコースは難所が多く、毎年死者が出
ることでも有名なコースだと聞いたん
です」という逸話をわくわくと楽しそ
うに語る上田先生。「ザンビア行きを
勧めてくれた石弘之先生（駐ザンビア
大使）にその話をしたら、『次は、南
極に行け。南極はいいぞ』とけしかけ
らました」
物怖じせず、さまざまなことに挑戦
していく姿勢と、明確な目標を持ち
続けることが、先生のお話から我々
が学べることではないでしょうか。
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